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将来、起業または企業経営者を目指す学生に、どのようにして会社を経営し成長させていくか、企業経営に必要

なマインド及び会社経営の考え方について、基礎的な理解を図ることを目的とする。
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１．企業経営者に求められる資質への理解を深める。

２．企業を成長させるために必要な道のりについて理解する。

３．起業の意義を日本経済活性化の観点から考えることができるようになる。
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１．はじめに―会社の存在意義とは―　活力ある社風をつくる １

２．活力ある社風をつくる　２

３．社員のやる気を引き出す　１

４．社員のやる気を引き出す　２

５．幹部を育てる　１

６．幹部を育てる　２

７．自らを高める　１

８．自らを高める　２

９．リーダーの役割10ヵ条

１０．高収益の基盤を築く １

１１．高収益の基盤を築く　２

１２．挑戦し続ける企業をつくる　１

１３．挑戦し続ける企業をつくる　２
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１４．パートナーシップで経営する　１

１５．パートナーシップで経営する　２

１６．期末試験は行わない（指定日までにレポートを提出）　
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